
兵庫県内インフルエンザが大流行しています。 

10 月 19日（月） 

ニュースでも全国および近畿地域（京都府や兵庫県）で、例年より大幅に早い異例のインフルエンザ流

行（注意報レベル）が発生しています。この期間に、既に罹患している人はしっかり静養して、熱はない

けど体調がすぐれないという人はしっかり体を休めてください。学校では、うがい・手洗い・消毒・マス

ク着用・喚起等の基本的な感染症等防止対策を徹底します。各ご家庭でもご協力いただきますようによろ

しくお願いいたします。以下を参考にして、適切に対応していただくようお願いいたします。 

★現在の流行状況（2026 年 10 月時点）全国の状況: 厚生労働省の発表によると、直近の 1 医療機関

あたりの報告数は「12.81 人」となり、前年同期の約 5.4 倍〜7 倍に急増しています。全国的に「流行発

生注意報」の基準（10 人）を超えています。 

〇兵庫県の状況: 県内でも急速に感染が拡大しており、定点あたりの患者数は流行開始の目安（1.0）

を大きく上回っています。過去 10 年間で 2 番目に早い時期での流行入りとなりました。 

〇主な原因ウイルス: A 型（A(H1N1)亜型や A(H3N2)亜型）や B 型（ビクトリア系統）などが検出さ

れています。 

★主な症状と注意点 

〇高熱と全身症状: 38℃〜40℃の急な発熱、強い倦怠感、関節痛、筋肉痛、咳やのどの痛みなどが出

ます。 

〇「夏・秋の流行」への落とし穴: 夏場から異例のスタートを切ったため、「ただの夏風邪や熱中症だ

ろう」と受診や検査が遅れやすくなっています。 

〇治療のタイミング: 抗インフルエンザ薬は発症から 48 時間以内の服用開始が最も効果的です。急な

高熱がある場合は早めの受診・相談をおすすめします。 

★予防と対策 

〇流水と石けんによる手洗い、アルコール消毒   〇適切なマスクの着用や咳エチケット 

〇こまめな換気   〇重症化予防のためのワクチン接種の検討（効果が出るまで 2〜3 週間かかるた

め、本格的な冬のシーズン前に早めの接種が推奨されています） 


